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　壬生町は、県内でも有数の「‾日光いちご」の生産地と

して、昭和33年の初出荷以来輝かしい実績を重ね、全国

にその名を知られています。

　品種は「女峰Jを中心に59ヘクタールが栽培され、販

売額はおよそ12億円にのぼり、本町農業の主要ｲ乍物にな

っていま厚。

　現在、農家では12阿上旬の出荷を目標に準備を進めて

おり、いちごハウス「こ共同作業で新しいビニール張りが

行われています。
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の入場々堂

至
宝
町
庸
が

　
　
　
優
勝
ｊ

　
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
嶮
亘
体
育
’
ｒ

が
十
〔
円
二
十
三
日
、
秋
晴
れ
の
耶
総

合
運
動
場
に
お
い
て
、
町
内
自
治
会

か
ら
五
十
・
Ｕ
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
豚
し
た
。

　
千
前
八
時
三
十
分
、
フ
ラ
カ
ー
ド

を
先
頭
に
堂
々
の
入
場
行
進
が
行
わ

れ
、
大
会
の
帚
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
百
。
・
ｙ
ル
競
争
、

ケ
ー
ト
ポ
ー
ル
レ
ー
・
寺
紅
白
玉
入

後ろから､セマツテマス

言白熊言言私説贈ユ　ト　リ　の　笑　顔

ざJ･ .､.
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れ
、
百
足
競
争
、
１
刀
レ
ー
が
、

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
は
網
引
き
、

福
引
き
、
男
子
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
お
昼
の
ア
ヒ
フ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
壬
生
中
学
校
の
フ
ラ
ス
バ
ン

ド
演
奏
が
あ
り
、
会
場
を
盛
り
上
げ

一
犬
　
　
ま
い
八
八

終
始
和
や
か
に
進
め
う

れ
、
至
宝
町
南
自
治
会
が
Ｏ
・
５
ポ

ィ
ン
ト
の
僅
ガ
の
差
で
優
勝
、
準
優

勝
は
大
健
闘
の
壬
生
下
馬
木
自
治
会

で
し
た
。
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壬生町民憲章　１．心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります
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榎本和平氏

新教育委員の

中里　晃教氏

　
に
開
函
ｒ
に
ぽ
‥
い
楠
私
厄
教
が
長

の
接
任
と
し
て
、
通
町
八
番
八
号
の

板
本
和
平
氏
バ
？
‘
が
教
育
長
に
、

り
か
ａ
／
ｒ
ｊ
／
Ｆ
Ｘ
７
／
ｙ
ゆ
６
４

墨絵｢道釈画｣一対を寄贈

　壬生ロータリークラブ

‐
ュ
ヘ
ー
Ｌ
塚
良
心
膏
員
の
後
任
と
ｒ
し

て
に
稲
葉
．
．
ノ
ペ
四
九
．
俗
趣
の
中
里

見
教
氏
１
１
１
門
が
教
育
海
員
に
十
一

月
一
Ｈ
付
で
、
そ
お
そ
れ
就
任
い
た

Ｌ
・
圭
し
た

　
就
任
い
た
し
ま
し
た
お
二
人
は
、

社
会
的
に
も
信
望
が
厚
く
、
人
格
、

見
識
と
も
に
高
く
、
今
後
の
活
耀
か

閲
防
さ
れ
て
い
ま
り
、

教
育
長
退
任
に

　
　
　
あ
た
っ
て

９プマ仙人」（右）

「鉄　仙人」（左）
●●

　
　
　
　
　
　
　
楠
　
木
　
　
恒

　
私
こ
と
、
ト
月
＝
、
・
１
１
Ｉ
．
日
付
を
も
．
一
．
．

で
、
任
期
隋
ｆ
の
た
め
Ｅ
圭
司
教
育

勁
貝
会
教
育
長
を
退
任
い
た
し
ま
し

侃
．

　
四
年
賤
町
民
の
皆
様
に
は
暖
か

い
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く

御
礼
申
し
あ
け
ま
す
．

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
臨
時
教
育
昏

議
会
の
答
申
も
出
さ
れ
、
教
育
は
大

き
な
変
辰
・
祠
か
迎
え
て
お
り
ま
・
す
．

　
　
一
国
家
百
年
　
の
計
の
た
め
、
教

育
に
対
１
る
．
層
の
ご
即
解
、
ご
協

力
を
お
願
ぃ
申
し
あ
げ
、
退
任
の
プ

こ

挨
拶
や
．
い
た
し
ま
す
、

　
近
世
工
生
の
両
八
を
代
表
す
る
狩

野
沢
の
．
自
席
平
出
回
耕
の
墨
絵
「
道

択
両
’
．
対
が
尼
つ
か
宍
　
こ
わ
を

知
っ
た
壬
生
ぷ
Ｆ
タ
リ
ー
ク
ラ
で
久

保
田
・
信
夫
会
飛
台
［
只
十
万
・
で

は
、
一
世
重
な
文
化
財
を
町
で
役
立
て

て
も
ら
い
、
長
く
保
存
し
て
い
た
だ

こ
う
　
と
購
入
し
表
装
を
新
た
に
し

て
、
ト
月
一
．
ト
こ
日
、
附
喪
家
を
・
訪

れ
町
へ
寄
贈
谷
れ
ま
し
た
．

　
さ
．
・
っ
そ
く
可
で
は
、
十
．
月
Ｒ
Ｈ

か
ら
始
ま
る
第
二
回
金
岡
旅
「
近
匪

壬
生
の
肉
人
た
ち
’
｛
歴
史
民
俗
資
料

館
’
｝
の
目
に
と
し
て
町
民
の
万
々
に

宛
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
勺

里
公
害
審
査
会

委
員
に

　
　
　
松
本
幸
三
氏

　
卜
一
月
．
ロ
、
県
公
館
に
お
い
て
．

中
央
町
の
松
本
幸
二
氏
が
、
知
事
か

ら
県
公
害
審
査
会
委
員
に
任
命
さ
れ

ま
し
勺

　
同
氏
ぱ
現
ぺ
県
医
師
急
常
江
坪

乎
の
勅
職
に
あ
宍
今
後
さ
ら
に
御

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
．

　
姉
妹
都
府
・
の
関
係
に
あ
る
滋
賀
県

氷
ロ
町
の
山
中
丈
夫
助
役
、
小
崎
為

一
議
長
を
は
し
め
と
す
る
議
会
関
係

ふ・ふ皿ャ心小y7｀Q気Lり゛ＮＸ４゛Ｎ．や九t心７こq｀4.へμ｀

　　あなたの声を町政に

　i」では、行政についての身近なご愈見・

ご要望などをお受けしてし･ま一仁

　|有機、’町民室_に来られるか、または

電活･郵便でも受付けますので、お気軽に

ご利」用ください。

　※同合せ先

　　　企画財政課広報吹聴係（町民家内）

　　　　　　　　　登82　」234内纏125

老
‥
．
．
０
名
が
、
‐
１
１
一
月
ニ
ト
四
か
ら
．
．

口
に
わ
た
り
本
町
を
訪
れ
、
交
流
を

深
め
ま
し
ぺ

　
初
日
の
午
後
、
役
場
に
到
着
″
｛
‐
．
れ

た
‐
‐
行
は
、
長
旅
の
疲
れ
も
見
せ
ず

に
町
政
以
ド
町
執
晦
願
並
ｙ
に
止
・

副
議
．
政
及
び
丹
冊
庄
委
員
長
と
行
政

金
釘
に
て
い
て
意
見
交
換
し
万
の
緩
、

壬
生
中
火
公
民
館
な
ど
の
施
設
を
視

察
さ
れ
ま
し
べ
二
日
目
は
、
初
め

に
町
宿
泊
研
究
施
設
と
ふ
れ
あ
い
プ

ー
ル
か
視
察
、
そ
の
後
、
独
協
医
大

お
も
ち
ヤ
団
地
を
ロ
ー
学
さ
れ
る
な
ど

意
欲
的
な
Ｈ
程
を
熊
手
終
了
Ｍ
・
・
れ
て

帰
途
に
着
か
れ
ま
し
か
こ

゛火災予防の月″です12月は



防
犯
は

　
日
ご
と
家
ご
と
地
域
ご
と

　
　
　
第
七
回
栃
木
地
区
防
犯
大
会

　
安
全
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社

会
の
建
設
を
図
ろ
う
久
な
国
防
犯

i ● ? φ J I ･ l ヽ 〃 j ! p φ 』 1 1 F 心 ！ 一 ? り | I F 7 j l

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

迪
勤
閲
間
中
の
ト
ー
月
十
二
口
、
弟
七
　
一

回
栃
木
地
区
防
犯
大
分
列
中
央
公

、
４
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
べ

み
　
主
作
者
を
代
入
し
て
、
同
地
区
防

報
犯
協
会
政
い
鈴
氷
栃
本
巾
艮
並
ぴ
に
、

広
匹
川
栃
木
警
察
蒼
ｋ
か
ら
あ
い
さ
・
つ
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が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ヘ
　
ロ
頃
の
功
績
を
た
た
え
て
、

防
犯
功
労
と
‥
・
団
体
。
及
び
防
犯
ポ
ス

タ
ー
ー
人
選
老
‥
の
表
示
を
行
っ
た
の
に

続
い
て
、
米
賓
の
飯
島
県
防
犯
協
会

| I M ♂ j l p』 － . ･

軍
務
句
柄
柴
崎
県
警
防
犯
部
長
か

ら
県
内
の
状
況
岑
に
っ
い
て
話
か
お

り
プ
記
念
講
話
で
は
、
栃
木
刑
務
所

の
久
我
淳
７
‐
所
長
よ
り
、
「
青
少
年

の
非
行
と
家
庭
教
育
に
っ
い
て
’
と
・

題
し
て
講
ぶ
が
あ
り
ま
し
た
．

　
般
後
に
、
梁
島
千
生
町
消
防
団
長

が
ご
．
一
項
目
か
ら
な
る
大
会
宣
ざ
．
‥
を

行
い
ブ
尽
を
閉
し
ま
し
鯛

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
一
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
Ｉ
一
一
一
Ｓ
‐

ｌ
ｉ
．
一
一
一
・

ふ
れ
あ
い
と

　
　
対
話
が
育
て
る

　
　
　
　
　
子
の
未
来

　
　
防
犯
県
Ｋ
の
つ
ど
い

　
第
十
三
回
防
犯
県
民
の
っ
と
い
が

九
月
五
日
、
栃
木
会
館
で
栃
木
県
警

察
本
部
、
社
団
法
人
栃
木
県
防
犯
協

会
主
催
で
開
ぽ
さ
れ
、
そ
の
席
Ｌ
。

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
か
こ

◇
防
犯
功
労
者

　
　
石
川
　
登
蚤
　
塚
　
。
三

　
　
水
性
慨
収
量
一
丸
二
丁
口
ご

知事表彰される

　
弟
．
．
圭
一
．
回
栃
木
県

交
通
安
を
県
民
大
会
が
、

ト
月
ト
八
日
、
宇
都
宮

市
心
栃
木
会
館
に
お
い

表
彰
さ
れ
た
も
の
工
大

　
今
抜
と
も
よ
り
一
隅
の
ご
活
躍
か
・

期
待
い
た
し
ま
す
、

晶
弩
ソ
潟
作
　
（
掃
討
河
竹
し

ら
個
人
の
節
で
田
辺
弐

さ
・
ん
‐
‐
舟
町
自
治
会
片
一

が
、
団
体
の
部
で
万
町

自
治
会
（
加
藤
狛
一
郎

会
亘
が
、
そ
れ
ぞ
れ

交
通
安
全
対
策
及
び
交
通
災
弄
共
済

斜
竟
に
功
労
ぶ
あ
っ
た
と
し
て
、
知

斜
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
交
通
災
害
共
済
の
加

入
促
進
に
貢
献
さ
恍
そ
の
結
果
が

顕
茜
で
。
他
の
膜
純
で
あ
る
と
し
て

◇
防
犯
功
労
団
体

　
　
脂
生
町
消
防
回
団
艮
早
島
歯
ご

◇
優
良
少
年
補
導
員

　
　
田
中
　
随
二
八
笑
町
内
部
笥
ご

◇
優
良
防
犯
連
絡
所

大
衆
　
輝
犬
示
　
　
　
塚

小
森
　
政
雄
呆
・
凡
ニ
ド
日
‥

戸
崎
　
付
石
　
　
町

　
　
九
山
　
庸
造
蔽
　
東
　
町
）

　
　
ぷ
羽
田
昭
．
⊃
．
中
　
　
　
心
ご

　
　
公
子
　
　
茂
子
一
宝
Ｆ
・
巾
ご

　
　
沖
　
　
存
雄
‐
‐
緑
町
．
．
ド
ゼ

　
　
稲
田
　
九
義
一
か
町
四
ド
ロ
ご

　
　
粂
川
　
止
雄
ｙ
　
　
　
田
口

（
昭
和
六
十
三
年
度
防
犯
ポ
ス
タ
ー
）

町
へ
二
〇
万
円

を
寄
付

　
伊
勢
践
ジ
ヤ
ス
Ｊ
Ｔ
生
害
で
は
、

ト
月
ニ
ト
万
口
町
を
訪
れ
、
九
月
几

‐
ド
ニ
ロ
～
．
．
１
五
ロ
に
開
催
し
た
、

ナ
マ
り
・
．
フ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル
の
益
金
の

う
ち

ま
し

Ｏ
万
円
を
町
へ
寄
付
さ
れ

　
町
で
は
丁
あ
お
金
を
行
政
推
進

に
役
立
て
て
ゆ
き
・
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

レ
り
Ｉ
．
Ｌ
聡
こ
・
し
に
日
乙
…
…
…
以
ふ
と
…
…
…
…
ぃ
。
。
、
。
・

　
「
壬
生
町
史

」
を

　
　
頒
布
し
て
い
ま
す

　
哨
史
介
仁
巻
の
う
ち
五
巻
ま
で
発

　
団
『
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　
　
お
求
め
の
方
は
直
接
、
社
会
殼
・
政

　
課
又
は
歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で
。

ます。り壬生町民憲章　≒心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつく
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・
。
町
民
の
ひ
ろ
ば
Ｌ
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
企
画
財
政
誄
広
報
広
聴
係
（
励
二
二
三
四
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

空
白
の
時
を
越
え
て

　
　
田
親
の
も
と
ヘ
ー
時
帰
国

　
中
国
の
子
ン
ゴ
ル
自
治
区
か
ら
、

ト
月
１
－
ロ
．
至
宝
町
に
住
む
ほ
親

　
一
一
小
貫
静
さ
・
ん
・
・
じ
四
佐
昌
と
こ
ろ

へ
．
時
‐
４
田
弐
・
・
れ
た
殺
竹
英
智
６
’
さ

ん
（
四
冊
Ｅ
こ
巴
久
保
・
女
帝
悔
さ

ん
一
一
．
Ｌ
歳
じ
ハ
ひ
全
知
藻
・
ん
心
外
・

町民体育祭の会場で

一
家
二
人
は
、
六
ケ
月
間
Ｈ
本
に
滞

在
Ｌ
親
ｒ
水
・
ぺ
ら
ず
ヅ
下
活
を
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。

－一一●ｋ』を . f ● ＝

　
貪
持
べ
・
・
ん
ほ
、
八
―
．
￥
の
第
一
ド
Ｊ

二
次
訪
Ｈ
団
八
・
し
て
末
日
し
、
対
面
ぺ

一
存
や
趾
液
鑑
定
々
ど
に
よ
り
親
斤
・
・

ご二ござ?9゛TT777111
賤＆S以と

よ
で
’
グ
ょ
ょ
宍
印
レ
天
高
く
睦
体
育
祭
に

た
汲
ご
っ
た
た
め
、
「
お
ほ
さ
ん
に

公
い
に
行
き
た
い
’
と
い
う
顧
い
が

か
な
っ
て
今
回
の
憚
圃
と
な
っ
た
も

の
で
ｔ
。

　
四
‐
ド
数
年
の
時
間
の
隔
か
。
り
は
、

親
と
斤
の
入
生
に
と
っ
て
大
き
々
変

叱
を
ソ
え
ま
し
た
か
、
親
ダ
ヤ
ｙ
・
恵

う
・
心
こ
ト
が
撰
を
辰
う
気
ｎ
ち
は
、

＿｀、●-＿ａ＿・Ｌｊ１』鴫＿ミ

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
か
・
っ
た
の
で
　
｝

す
。
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
と
思
い

・
平
石
。

＝ミｓｉＪｔ』

　
　
　
　
花
が
咲
く

　
‐
ド
月
十
六
目
、
第
ト
．
’
団
地
地
区

万
万
サ
．
フ
イ
体
育
架
か
了
槐
晴
わ

の
睦
小
？
校
で
行
わ
れ
ま
し
・
研

　
今
回
は
、
睦
址
区
フ
ミ
こ
Ｉ
・
テ
イ

祭
．
足
‐
ド
周
年
記
念
体
育
架
で
あ
宍

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
グ
；

ム
、
ウ
ル
ト
ー
・
フ
ク
イ
ズ
言
九
会
い
綱

引
き
．
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ん
戸
新
し
い
縁
日
も

が
場
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
、

･ | ． － ａ ｋ ｌ 晶 ｌ ａ 罹 ・Ｊ 鴫 Ｊ ｌｊ喝－・l - ■ J

朝
は
気
分
最
高
／
・

　
町
民
歩
け
歩
け
大
会
行
う

１
１
１
　
　
‐
ド
月
ト
目
体
育
の
ロ
に
、
町
で
は

ー
但
例
の
町
民
帛
け
ル
け
大
会
を
行
い
、

１
．
　
約
．
．
百
八
の
包
暫
男
配
が
参
・
・
加
し
、

］
　
束
武
ゴ
ル
フ
カ
ン
ト
リ
ー
．
回
一
．
キ

口
の
コ
ー
ス
を
閑
歩
Ｌ
ま
し
勺

　
朝
六
時
に
恥
介
『
み
ん
な
で
準
備

体
操
を
し
た
後
、
大
会
の
文
字
が
宵

か
れ
た
経
を
先
頭
に
大
行
進
の
始
ま

り
で
す
．

　
出
八
万
訥
す
が
す
が
し
い
緑
の

山
‐
を
、
Å
ん
ご
で
ぷ
・
ぐ
の
は
気
分
か

い
い
む
の
で
す
．
チ
5
1

1
ピ
り
汗
を

か
い
か
頃
、
奈
鍼
び
運
釣
果
に
到
着

し
ま
し
た
．

- － ㎜

　
ぞ
の
後
、
副
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
大
会
に
参
加
さ
・
れ
た
中
で
辰

高
齢
必
‥
の
山
崎
完
治
き
・
ん
λ
‐
ド
五

歳
、
国
斤
に
は
、
花
束
と
記
念
晶
ｙ

剛
ら
れ
、
そ
の
健
脚
に
拍
手
が
哨
ら

れ
ま
し
た
。

　
日
頃
仕
事
な
ど
に
遮
わ
れ
て
運
動

不
足
の
だ
、
少
し
太
り
ぎ
・
み
か
々
と

思
わ
れ
る
方
、
そ
し
て
、
健
康
消
沈

と
体
力
づ
く
り
を
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
方
は
、
随
非
、
朝
の
散
歩
や
ジ

Ｊ
‘
ギ
ン
ダ
な
ど
を
始
め
て
は
い
か
び

で
し
ょ
う
か
。

f---弔FQ　　　　　　　　　　　　　　　㎜-1

　　.　　.　　　　　　　　　　　　　1
Ｉ
Ｉ
・
５

ら　せお　知

日）１２月１　１（

りよい環境をつくります。よ壬生町民憲章　｜．自然と歴史を大切にし、

第４回

壬生町自治会対抗駅伝大会が実施

されます。

嶺　詳細については、随Ｈ、お4ﾖ]ら･せ

　しますのて≒多散のぢ力||をおllllいＬ

　す、

ｒ
え
Ｔ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
！
ｙ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
６
・
ｄ
Ｑ
Ｉ
Ｉ
う

・ ･ ・ ａ ･ ● ｅ ･ ･
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豆
剣
士
、
腕
を
競
う

精
忠
神
社
奉
納
少
年
剣
道
大
会

　
・
馬
弓
四
日
ご
巾
ト
八
回
粘
忠
神
仕

奉
納
少
年
剣
道
大
登
矢
Ｅ
生
小
体

育
館
に
お
い
て
、
約
二
〇
の
名
の
。
以

則
上
が
集
い
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
毎
年
九
月
八
日
の

栢
忠
神
社
例
祭
に
合
せ
て
、
壬
生
少

年
剣
遊
牧
室
生
匿
で
行
わ
れ
、
剣
を
・

通
し
て
郷
土
の
歴
史
を
知
る
こ
と
に

よ
り
愛
郷
心
を
培
か
ド
酉
少
年
の

健
全
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
［
Ｈ
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

億
民
譚
前
に

　
血
圧
計
登
場
１
・

　
国
保
の
保
鮭
施
設
蚕
業
の
補
助
を

受
け
兄
分
自
動
血
圧
計
が
住
民
誄

一 一

◇
小
学
校
Ｔ
．
．
年
の
部
　
　
　
　
　
・
　
僕
ふ

　
一
位
　
佐
藤
貴
で
Ｔ
生
少
年
剣
道
啓
三
　
ぢ
摺

◇
小
字
校
Ｒ
・
四
年
の
肺

　
．
位
　
秋
沢
俊
幸
莉
生
田
剣
道
ク
ー
フ
ブ
．

⑤
弔
学
校
五
一
八
年
の
部

　
．
位
　
青
柳
俊
介
子
か
泉
集
配
疸
．
・
・

◇
中
学
校
女
戸
部

　
一
位
　
山
口
矢
代
介
子
土
中
学
校
・
・

◇
中
学
校
男
7
.
の
部

　
一
位
　
鈴
木
　
究
子
牛
中
学
校
・

◇
中
学
位
団
体
心
肺

　
一
位
　
Ｔ
生
中
学
校

Ｓ，３㎡二 . － Z － ” ’ －

交
通
指
導
と
あ
い
さ
つ

六
美
川
北
部
の
墳
藤
．
顕
さ
ん
λ

一 一

健康ガイド

糖尿病を

　侮るな／

原
因
は
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

　
　
　
　
の
分
泌
不
足

す
い
臓
で
つ
く
ら
れ
る
イ
ン
シ
ュ

ト
ぞ
は
、
学
校
へ
通
う
斤
供
た
ち
が
　
‐
‐
　
リ
ン
は
、
糖
尿
病
と
深
い
関
わ
り
の

見
通
し
い
悪
い
・
１
１
一
字
路
で
嘔
故
に
今
　
‐
1
1
1
あ
る
ホ
ル
モ
ン
で
、
眼
池
中
の
プ
ド

わ
な
い
よ
う
に
と
、
毎
朝
ぐ
喧
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
■
■
ｊ
　
ｌ
一
　
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
ｓ
ｌ
｀
　
　
ｙ
ｌ
・
・

・
父
油
指
導
と
合
せ
て
挨
拶
の
励
行
も

‘
‘
‘
～
‘
．
、
．
．
．
、
、
Ｅ
Ｅ
。
‐
Ｉ
Ｅ
’
Ｉ
Ｉ
ハ
　
し
て
い
ま
し
た
列
今
で
は
ｆ
供
だ

ｒ
■
－
Ｉ
　
　
　
　
－
一
　
－
一
■
－
一
一
Ｉ
　
Ｉ
ａ
　
ｌ
Ｊ
ｇ
Ｓ
Ｓ
＠
Ｊ
：
ｊ
Ｓ
Ｊ
￥
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｊ
ｓ
Ｓ
￥
Ｊ
一
&
V
Z

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
％
一
一
♂
％
ｊ
■
～
一
♂
％
一
s
A
%
&
V
A
%
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
％
ｍ
３
３
４
ｓ
;
Ｑ
ｗ
１

前
の
町
民
ホ
ー
ル
に
俗
耳
さ
れ
ま
し
　

出
回
茫
茫
一

　
腕
を
入
れ
る
だ
け
で
簡
県
に
、
血

圧
値
と
脈
拍
数
が
測
定
で
き
プ
記
録

紙
に
瓦
示
ざ
れ
て
出
て
ぎ
ま
す
の
夙

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
Ｉ
い
。

　
高
血
圧
・
の
人
の
巾
に
は
、
身
体
の

調
斤
が
よ
く
て
も
・
ぼ
ピ
で
に
が
る
こ

と
が
あ
り
、
自
惚
症
状
も
あ
て
に
な

り
・
ま
せ
ん
。
白
‥
言
ｗ
状
が
り
く
て
も

趾
。
に
を
測
定
‐
３
る
こ
・
と
が
必
袈
で
犬

ｏ
止
察
聞
圧
の
人
は
最
低
毎
年
一
同

〇
高
ｍ
圧
の
人
は
、
最
低
月
一
回
は

　
測
定
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
ヽ
兄

ら
・
の
方
か
ら
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
こ
す
ふ
‥
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
。
こ
の
交
通
指
・
辱
は
、
昭
和
六
・
ぃ
Ｉ

竿
の
四
月
か
ら
始
め
ら
れ
、
旧
年
か

ら
茂
木
・
冨
美
希
・
ん
石
イ
こ
竺
が

協
力
さ
わ
、
ひ
と
月
交
替
で
指
導
か

さ
れ
て
い

　
老
人
の
ま
す
．

一
　
ウ
糖
を
体
内
で
有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

. J j . . . ＝ J ｡

□
で
顕
さ
・
ん
の
と
こ
ろ
に
　
一

一 一 - 一 一

一 -

は
、
地
域
の
子
供
だ
ち
か
ら
　
毎
日

お
匪
話
に
な
り
ま
す
’
、
「
お
元
気

で
い
つ
ま
で
も
長
生
き
・
し
て
く
だ
μ
．

ヤ
と
絵
や
折
紙
な
ど
が
贈
ら
れ
、

し
ま
・
っ
て
お
く
の
は
も
．
・
・
．
た
い
な
い

・
ご
玄
関
の
県
に
飾
ら
わ
で
い
ま
犬

に
変
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
祀
イ
ヤ
ー
ス
リ
ン
の
分

泌
が
不
足
す
る
と
『
㈲
池
中
の
プ
ド

ウ
糖
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
体
内
で

利
用
さ
れ
ず
、
余
分
な
糖
と
し
て
尿

の
中
に
あ
ふ
れ
出
る
よ
う
に
々
り
ま

に

れ
か
「
尿
に
糖
が
出
て
い
る
Ｉ

と
い
う
状
態
で
す
、

す
る
こ
と
ご
で
き
る
よ
・
７
に
も
な
り

ま
し
た
．

　
し
か
し
、
糖
尿
病
で
一
番
悟
い
の

は
、
知
ら
な
い
う
ち
に
病
気
が
逆
行

し
て
起
こ
る
合
併
症
で
す
ノ
黙
不
全

や
失
明
．
心
臓
病
や
斟
血
管
障
屯

抑
紅
障
害
や
足
の
心
匹
し
組
識
が
．
比

ん
だ
状
態
）
な
ど
か
お
り
ま
濾
．

日
ご
ろ
か
ら

　
健
康
チ
Ｔ
‘
ツ
ク
を

　
そ
こ
で
、
も
う
．
度
日
常
生
活
を

振
り
返
っ
て
、
仙
康
ヂ
エ
ッ
ク
を
し

て
み
ま
Ｉ
コ
ケ
這
．
乙
脹
感
や
だ
る
さ
、

目
の
心
き
、
多
・
飲
・
多
・
尿
な
ど
、
糖

尿
病
の
特
徴
で
あ
る
自
覚
症
状
ぱ
お

一
番
怖
い
の
は
合
併
症
　
　
リ
ま
せ
ん
祀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
ご
ろ
か
ら
、
地
政
や
職
場
で
鮑

　
糖
尿
病
は
『
イ
ン
シ
。
・
リ
ン
の
発

見
に
よ
っ
て
進
行
に
歯
面
め
を
か
け

る
こ
と
も
吋
能
と
な
宍
現
在
で
は

一
　
食
お
療
法
や
運
動
療
法
に
よ
り
治
療

診
を
進
ん
で
受
け
『
　
　
お
か
し
い
な
に

と
感
じ
た
ら
、
直
ち
に
病
院
へ
行
ぺ
・
・
『

診
察
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
ヽ
万

１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります。モ生町民憲章
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尊
い
汗
を
体
験

　
作
物
か
政
枝
す
る
阿
9
1
・
を
加
る
と

と
も
に
万
民
衛
へ
の
理
解
を
深
め
て

ぶ
　
も
ら
お
う
≒
十
月
二
日
、
万
福
葉
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の
ぽ
坪
む
ら
づ
く
り
推
進
会
須
ご
坏

牛
上
訓
会
‐
ご
で
は
、
同
地
区
の
乙
丿

供
た
ら
と
至
宝
町
南
子
供
育
成
２
‐
の

ト
鴎
た
ら
．
に
も
円
を
か
け
て
．
、
ト
ウ

モ
四
「
一
シ
と
さ
・
つ
ま
い
も
の
収
穫
を

行
い
唾
・
し
か
こ

　
原
理
公
民
館
に
集
ま
．
た
約
五
十

名
の
子
供
た
ら
は
、
隣
に
あ
る
圃
場

で
、
収
穫
に
汗
を
ま
し
た
帆
公
民

館
に
も
ど
り
バ
ー
ペ
キ
プ
ー
を
行
い

労
働
の
陵
の
空
腹
を
両
た
し
な
が
ら

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
休
診
さ
れ
ま
し

侃

労
働
大
臣
賞
を
受
賞

　
勤
労
石
少
一
年
か
ち
の
桃
太
郎
テ
ー
一

ス
ク
ー
ラ
ブ
気
長
匹
‥
冶
代
表
一
・
が
、

去
る
九
月
二
十
八
口
労
働
大
じ
賞
を

受
賞
さ
れ
・
よ
Ｌ
ベ

　
ニ
れ
快
勤
労
役
少
年
ホ
ー
ム
の

テ
ー
一
’
べ
講
座
宅
列
自
主
的
に
ク
ラ

ブ
や
結
成
し
、
定
期
的
に
ク
ラ
ブ
活

動
４
‐
・
Ｌ
て
ク
ラ
プ
員
相
．
堡
の
親
睦
・
ぞ

図
る
と
同
時
に
、
・
・
万
一
・
ス
コ
ー
ト
周

回
ご
ヅ
ー
ム
の
迂
物
な
ど
の
清
掃
に

も
協
力
し
て
お
・
宍
他
の
ク
ラ
．
マ
員

の
座
範
で
あ
る
と
い
う
こ
こ
≒
今

回
の
ぜ
賞
と
な
っ
か
も
の
で
す
．

錯
綜
討
四
肆
鋲

木
警
察
曹
、
柿
本
地
区
交
通
安
全
協

分
子
‐
そ
鸚
木
地
．
区
女
罰
ド
ラ
イ
パ

ー
ク
九
万
干
紺
に
よ
り
、
四
輪
山
ム

晶
と
二
輪
兪
の
晶
に
分
か
れ
て
行
・
わ

れ
ま
し
ケ

　
四
綸
‐
1
‐
1
1
の
部
に
出
場
‐
戸
．
１
生
町

良
不
乙
’
１
１
1
7
／
』
．
ハ
’
・
‐
ク
ー
ー
フ
プ
チ
ー
ム
は

獄
お
優
勝
し
．
個
人
の
部
で
も
子

心
い
と
も
に
・
ぃ
に
位
に
へ
り
、
‐
い
日
に
斤

れ
か
．
県
‐
べ
背
に
出
場
Ｌ
健
闘
さ
れ
ま

概
い
″

働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます
１

壬生町民憲章
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灯
油
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
よ
う

　
ペ
ト
』
・
ブ
や
ヲ
ら
乙
・
．
批
判
『
こ
Ｉ
し
　
　
　
　
月
油
な
ど
の
．
勺
ぷ
頻
か
ら
発
生
干

".ドて

　
よ
く
便
・
パ
れ
て
い
る
も
の
・
い
一

に
列
油
・
ゲ
あ
り
洙
‐
１
．

．
灯
油
い
ほ
い
は
毎
年
の
こ
と
だ

ん
ら
罰
お
て
い
ろ
・
と
思
。
・
。
て
い
て

ｙ
そ
の
湖
れ
か
ら
・
’
ｘ
る
油
剛
力
ら

収
り
厄
Ｌ
の
っ
か
乙
い
火
災
を
引
き

起
こ
に
と
も
少
な
く
あ
り
ま
肺
ん

引
火
し
や
す
い

　
　
灯
油
の
″
蒸
気
゛

る
法
貨
は
才
気
１
・
リ
。
恥
く
、
床
や
床

ド
に
九
ま
り
や
す
い
こ
八
兄
あ
‐
ｌ

・
‥
’
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
ー
。

　
こ
の
法
≒
ぱ
一
定
濃
度
以
ト
存
ふ
‥

す
る
ｙ
引
火
－
ふ
こ
『
『
い
作
将
ｙ
長
て

て
い
る
の
言
句
油
は
六
の
気
い
こ

い
、
胤
託
－
仏
土
い
所
に
置
ぎ
ま
し

火
か
っ
い
て
も

　
　
　
水
は
厳
禁

　
　
水
ｙ
油
」
と
い
う
．
‥
莱
ら
と
万

万
灯
油
は
水
よ
り
も
軽
く
、
．
内
力
‥

が
溶
け
八
‥
う
こ
斤
・
は
あ
り
ま
サ
ん
．

も
一
八
月
涌
か
併
え
に
が
．
．
．
だ
と
し

て
も
、
「
消
火
の
勺
ご
に
承
を
か

け
る
二
と
は
や
め
ま
し
Ｊ
・
不
承
は

火
を
消
す
ど
こ
ろ
か
、
灯
油
か
Ｉ
西
片

に
広
げ
、
火
災
を
大
き
く
し
て
し
ま

う
か
ら
で
犬
月
油
を
使
副
す
ろ
と

き
は
二
ご
に
溺
え
て
、
消
火
器
財

４
‐
Ｉ
・
‐
’
１
’
ぐ
使
え
る
陽
示
ド
置
い
て
お
く

二
と
も
宍
要
で
す
．

゛714/r4，や4/isこ･
一一~心中心気zgMJNJ學ａ

Ｌ
Ｌ
り

レ
』
敦

　
　
○
移
動
図
書
館

⊇
予
町
．
丁
目
　
な
か
か
．
洋
品
広
沢

八
賢
‥
‘
口
日
出
　
午
後
２
時
半
か
ヘ

　
　
ー
’
日
月
の
巡
回
は
あ
り
ま
弛
．
ん
．

　
　
次
は
、
―
川
川
ロ
ツ
・
フ
ー
・

①
安
　
塚
　
　
　
安
塚
小
紋
庭

ム
右
・
ｊ
Ｈ
巾
　
午
後
２
時
牛
方
こ

　
　
・
一
次
快
　
ｉ
川
１
８
日
収
で
犬
・

　
・
テ
キ
ス
Ｌ
・
－
、
一
．
油
清
次
　
満

　
　
　
汀
八
男
の
出
家
Ｌ

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
わ
、
詳
し
い

こ
と
を
加
・
リ
た
い
が
ド
図
居
館
へ

お
閲
へ
‥
せ
く
だ
さ
・
リ

　
参
加
申
込
み
は
、
日
月
幻
日
ｉ
・
で

に
図
太
［
館
辿
－
じ
．
・
．
い
こ
ベ
ー
ヘ
．

　
　
一
一
－
月
は
休
み
『
大
計
２
月
で
ｉ
・

　
テ
キ
ス
ト
辱
リ
ス
沃
目
む
加
こ
・
せ

し
ま
Ｊ
。

※
ハ
ガ
キ
に
よ
る

　
　
　
本
の
返
却
の
お
ね
が
い

　
良
く
借
り
た
Ｊ
ま
に
な
っ
て
い
る

与
を
対
象
に
、
ハ
ヴ
ヤ
．
を
出
し
て
い

ま
す
．
・
心
あ
か
り
の
石
は
ご
Ｊ
ｙ
め

に
お
ふ
し
下
べ
・
・
い

　
　
　
＠
Ｚ

‘
･
２
２
月
の
休
館
日

―
－
ｌ
ｊ

２１

ま
か
乙
川

∴
四
・
Ｈ
　
１
２
目
ｊ
５
’
昆
・
目

四
日
㈲
は
玩
ロ
で
休
館

　　９月の利用

入館　2､857人（－3415）

貸出　4､314冊（－605）

○移動図書館

利用世帯数　85（十　42）

貸出冊数　　787（＋410）

駐軍場数　　　2（十　1）

　　　　（　）内は前月比

－

・

－

―

』

壬生町民憲章　１．きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります。

　
第
四
回

八
戸
．
‐
‐
Ｉ
ド

か
＝
・
Ｌ
公
傷

ﾘ

，に　ノ･、

健闘する壬生銃剣道チー乙

民
ス
添
－
ｙ
大
分
失

Ｈ
に
県
総
へ
‥
涙
勁
公
㈲

水
泳
・
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
大
健
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
私
町
ふ
代
表
・
蛮
ｙ
は
、
卜
二
秤
目

に
出
場
し
、
そ
わ
そ
れ
に
好
成
仏
を

優
勝
　
吉
田
が
・
く
・
・
ブ
睦
ル
こ

「
．
位
　
‐
陥
田
巾
香
粂
よ
・
北
‐
ヅ

上
げ
ま
し
か
．
結
恥
は
次
の
と
お
り
　
　
▼
．
白
ド
ハ
タ
フ
フ
ノ
．

で
す
．

　
（
水
泳
〉

　
　
．
般
の
部
示
ご

　
優
勝
　
仁
川
一
丿
和
ｙ
・
！
上
塗
不
一
・

▼
言
に
個
人
メ
ド
り
・

▼
Ｗ
Ｊ
入
背
泳
　
二
泣
　
鈴
本
．
「
甲
弥
　
　
▼

　
小
学
巾
の
‥
ツ
乃
ご

ｙ
リ
＝
牛
ふ

　
、
．
に
　
一
一
‥
ｙ
ｍ
ｙ
Ｙ
申
‐
凩
士

　
小
学
生
の
部
・
∵
ぴ
九

開
幕
し
、
九
Ｕ
一
．
ト
’
‥
‥
　
　
▼
．
西
口
自
由
胎

Ｈ
．
‐
・
一
月
．
汗
の
‐
‐
日
向
に
わ
た
ぅ

て
紅
戦
び
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た

　
二
院
　
卜
田
川
巧
ト
ー
’
．
Ｌ
巾
小

▼
白
．
に
一
汗

防「」位

▼

|゛|
i立

田
目
付
Ｌ
言
こ
示
∴

メ
ド
レ
ー
り
・
．
‘
－

吉
川
さ
く
ら
一
一
昨
小
’
・

福
川
山
．
大
‥
こ
レ
生
七
生

に
1
1
1
川
利
ｒ
一
日
生
小
・

中
山
皆
労
万
宍
Ｅ
見
頃
小
・

中
山
吊
司
ご
・
Ｌ
生
丸
子

川
1
‐
1
精
ハ
　
ー
安
詠
子

帥^゛゛｀゛゛゛゛

（
ケ
ひ
ば
り
の
公
）
穴
ご
・
・
・
ん
に
よ

る
　
紙
芝
居
‥
と
絵
本
の
会

・
１
１
月
円
口
出
　
図
書
館
児
童
獣

だ
し
も
訓

ざ
る
と
か
に

　
　
　
り
八
デ
乍
万
　
ム
　
ほ
か

『
年
限
２
時
３
０
一
分
Ｉ
・
こ
に
分

う
読
書
会

　
今
回
は
、
紀
宅
町
読
布
令
芦
・
合
同

こ
竹
い
ま
す
。

　
・
日
時
：
１
２
月
２
Ｈ
溺

　
・
場
所
－
薩
生
剛
ダ
山
奥
館

　
　
　
　
占
田
う
で
ら

　
　
　
　
．
‐
に
田
江
利
．
七
『
‐
・

《
陸
上
競
技
〉

か
　
卜
・

＝
　
ｊ
　
一

．
Ｌ
Ｌ
卜
一

▼
壮
年
砲
丸
役
　
Ｒ
泣
　
武
内
争
男

▼
．
般
女
ｎ
走
高
跳

　
　
　
　
　
　
優
勝
　
Λ
・
言
で
一
三

〈
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ー
ル
）
　
．
．
０

（
銃
　
剣
　
道
〉
　
　
　
　
　
．
．
回

　
‐
‐
．
‐
に
位
一
八
賞
腫
口
｛
み
Ｉ
・
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「年末調整」

　
サ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ン
の
哺
得
税
は
、
師

月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴

収
さ
一
八
で
い
ま
す
．

　
し
か
し
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
か

所
得
税
の
年
間
合
計
訥
と
、
そ
の
年

の
給
９
.
総
額
に
対
‐
１
る
税
額
・
示
税

額
．
｝
一
と
は
、
次
の
理
由
な
ど
に
よ
り

必
ず
し
も
一
位
・
し
ま
サ
ん
．

．
結
婚
や
山
号
就
職
な
ど
で
扶

　
蓋
親
族
の
人
数
が
変
か
る
と
扶
荒

　
控
除
雰
の
金
額
が
妾
わ
る
た
や

．
．
生
鰍
損
害
保
険
料
の
控
除
や

　
配
偶
者
‥
特
別
控
除
か
汗
は
、
毎
月

　
の
源
泉
徴
収
で
は
考
慮
さ
れ
な
い

　
た
め
．

．
一
．
－
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
税
訥
表

　
は
、
毎
Ｕ
の
哲
辻
よ
額
が
変
わ

　
ら
な
い
も
の
と
し
て
い
る
た
め
．

囮
　
特
に
本
吊
は
、
二
八
‐
‐
1
年
分
の
所

　
書
机
宍
臨
時
特
例
法
二
心
施
行
さ

　
れ
、
悦
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
た

　
か
め
．

　
こ
・
が
・
ぃ
の
理
由
に
よ
ｈ
≒
毎
月
源

泉
徴
収
か
・
わ
た
．
凶
行
税
の
手
間
宗
一

仙
と
給
与
総
訓
に
則
１
る
年
机
頻
に

は
過
不
足
が
庖
に
ま
犬

　
こ
の
過
不
足
を
丁
ぐ
の
年
の
政
枝

の
給
料
や
ポ
ー
ナ
叉
が
瓦
払
わ
れ
る

時
に
粘
豚
ｊ
る
こ
と
を
「
年
末
・
調
整
｀

と
い
い
ま
す
．

　
二
万
年
末
・
直
怒
に
よ
宍
納
め
過

ぎ
の
揚
合
に
は
還
付
さ
れ
、
納
め
足

り
こ
い
場
介
に
は
徴
収
さ
れ
て
、
そ

ら
年
の
納
税
が
犬
Ｊ
ｊ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
．

　
た
だ
し
、

一
　
給
与
の
取
入
金
額
が
一
に
こ
い
・
こ
・

　
万
円
を
超
え
る
八

．
．
給
9
.
明
視
及
び
・
退
職
所
得
以
外

　
の
同
行
が
二
〇
・
．
万
円
を
超
え
る
八

ご
．
匿
£
に
よ
る
源
以
所
得
税
の
徴

　
収
納
予
や
遊
行
を
受
昌
て
い
る
人

な
ど
は
、
確
定
山
こ
‥
を
ー
る
必
要
が

あ
り
ま
七
ん
．

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
煮
税

前
相
談
心
ご
お
尋
ね
く
が
ー
‐
・
い
．

丁
‐
‘
　
　
ｆ
ｎ
　
一

一
心
Ｉ
μ
　
　
’
１
　
一

　
前
川
抄
の
マ
イ
ホ
ー
ム
と
悦
ふ
定

中
に
燧
。
百
日
ド
吊
問
こ
云
る

の
け
ご
よ
Ｉ
間
」
の
誤
り
で
失

　
よ
へ
伴
宅
・
取
得
Ｗ
特
別
控
除
の

適
用
開
よ
か
ノ
。
緊
に
な
り
ま
し
か

･ ｇ ｌ ｇ ° － －
一 一 一 一

回漕〕

文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
短
　
　
歌

長
雨
に
怠
け
て
居
た
の
は
私
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
久
ル
　
む

1
1
1
1
滴
の
引
き
・
す
と
こ
ろ
な
き
・
友
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
血
管
μ
・
ぐ
る
医
帥
心
眼
ざ
・
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
篠
ひ
志
Ｔ

快
調
に
回
り
っ
づ
け
る
洗
濯
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
日
久
々
の
秋
日
和
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
　
　
句

角
田
　
節
子
　
　
八
還
と
ぶ
赴
任
見
送
り
鰯
．
雲

　
　
　
　
　
　
は
し
や
ぎ
一
行
く
ド
校
の
子
ら
に
大
高
Ｌ

キ
ャ
ベ
ツ
畑
の
吉
虫
尨
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
ハ
ナ

‐
‐
‐
釣
に
ゆ
き
戻
り
し
夫
の
顔
見
れ
ば

］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
日
の
獲
物
は
大
漁
と
あ
り

―

‘

―

‥＿＿＿前記＿……_……

　　　　一睦小学校

撞
．
ご
物
干
し
白
き
も
の
ば
か
り

夜
寒
の
灯
張
の
写
真
を
ア
ル
バ
ム
に

｢運動会｣

　２年　綱島聴器

詣捌訟蕊

･･-,-　　　　　　　ヽ●･7
憑隠蔽

回

竪

薦

'゜5,a,
||

=ヽJS1J

ピ

‾j………Eﾐ1=゜ぬ懲げ=倫

朧

朧建白ijj
,j聚叉

　　７　　　　　ａ

　　回　゛目顔……
…

Ｉ

一

―

Ｉ

ｌ

ｌ

｢玉入れ｣
　１年宮本れい

で

鈴
本
件
問
．
ｒ
ｊ

脱
帽
　
ト
シ

佐
藤
　
淑
ｒ

鈴
木
　
本
元

｢風　景｣

　６年　和気幸恵

｢いもほり｣

　３年　岡田幸子

- 一 一 一 一一 一 一 一 一 一
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Ｓみ報広
１

あ達者　ｙ

　カッフjl，

森田汽?うさん
③
北小林

　
　
　
ボ
ケ
訪
ｄ
に
は
・
賄
を
蓼
？
・
・
と

が
一
酢
と
、
夜
は
毎
日
、
新
聞
や
雅

辻
を
読
ん
で
い
る
の
几
対
子
勺
に

・
へ
っ
て
刃
る
の
恍
　
い
っ
も
汲
匯
に

ハ
辻
ゾ
ー
ハ
ー
・
ま
・
ノ
と
Ｊ
ｊ
寛
．
一
．
さ
兄

一
一
Ｌ
ト
四
俵
で
凧
．
在
人
の
ぢ
ｒ
ｊ

八
と
尾
だ
の
お
孫
き
四
人
に
巴
ま

れ
今
で
も
毎
日
、
れ
い
者
と
い

っ
し
ょ
に
農
作
鴬
を
手
鼠
っ
て

い
る
と
い
う
お
達
斡
な
方
で
丈
．

　
野
菜
や
や
花
貳
を
育
て
る
の

が
好
き
言
キ
万
ヘ
ツ
な
ど
は

敏
則
の
滝
う
腫
か
・
記
．
仔
に
作
「
．

て
い
つ
ま
で
も
良
才
り
わ
る
よ

う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す

　
ま
た
ご
私
説
の
受
検
組
ヘ
ス

目
　
登
の
岡
公
民
も
さ
れ
て
お
犬

||･|||lll･||

哨
の
国
民
年
金
隔
り
に
只
は
・
ハ
明

目
に
々
ん
竹
田
勢
訓
在
の
調
在
員

は
特
俗
曲
か
ら
や
ら
れ
て
い
る
と
い

・
り
こ
斤
一
で
・
す
．

　
‐
茫
の
ハ
ツ
洋
・
ん
肌
‐
〕
１
一
汗
一
は

申
凩
の
斎
藤
家
に
生
ま
れ
、
昭
和
‐
1
‐

四
年
に
結
婚
し
、
米
で
．
月
に
は
．
血

ト
年
に
な
ら
れ
ま
Ｆ

　
寛
＝
．
さ
ん
が
三
年
牛
ほ
ど
軍
隊
に

行
か
わ
た
賜
寫
一
．
さ
ん
の
お
父
μ
・
・

ん
の
体
ぶ
弱
か
っ
た
の
で
、
ハ
ツ
弦
・

ん
が
家
を
守
り
ま
し
た
べ
親
戚
々

ハ
ツ
洋
瓦
の
弟
さ
ん
に
は
ず
い
ふ
ん

顛
け
ら
れ
た
そ
う
言
　
－
蔵
い
几
ふ

い
作
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
、
貼
出
す

る
た
め
の
固
を
昨
る
暇
が
な
く
二

全
部
腐
ら
せ
て
し
ま
っ
た
一
と
話
す

ハ
ツ
哉
・
・
ん
は
、
現
在
老
人
ク
ラ
ア
の

岡
会
艮
と
し
て
活
躍
さ
・
れ
て
い
ま
す

. i ゛ ･ l ● | ・ ･ | . j ･ ゜ 1 . 1 ● ･ | . . ･ ･ | . . l ･ ¶ ・ . ● ・ ● . ・ ● j● ･ 、 ｌ ’

10月の町内価格

平均　前月平均

　198　　　201

名　単位・品賀　最低億～最高値

168～　238

i5Z

411

-

227

-

246

-

202

-

107

158

-

410

-

290

-

240

-一一

212

107

138～　180

33S～　525

粉
咄
肉
へ
心

？
昌
治

麦　粉　‾I

－--一一
　　肉　も

品

－小

－豚

248215～

902

-
219

-

IB8

２
･ 1 1
41

００

２
I I

● |

L
O
　
O

L
n
　
¥

’
　
C
U

９６

２

１

１

227～　265

140～　348

　83～　128

75B～1,20{}

　BS～　250

130－j　250

130～　230

　糖kg

リ入
４

上　自

サラダ油

砂　　　糖

□
しよう油

100g塩　さ　け

罠６号200g

150呂

水
さばカン

匹ント

　l　kg

　l　kg

10個入　Ｍ

ヒコ

キャベツ

玉　ネ　ギ

卵

241

132

-

949

一

口8

－

179

31
１

185～　278

　95～　198

ち　り　紐　　1,200枚

　　-一一一一な:端丑　400枚

　
名
義
回
し
と
は
、
契
約
す
る
意
志

が
な
く
て
も
、
自
分
の
名
前
の
使
用

を
認
め
る
こ
と
に
よ
ご
・
’
大
事
・
実
Ｌ
、

契
約
の
当
翁
令
‥
に
な
1
1
1
て
に
・
ま
う
こ

と
を
い
い
ま
す
．

　
つ
ま
り
、
ヤ
ー
ル
ス
フ
”
や
眺
売

店
列
あ
な
た
の
名
前
を
利
用
し
て

架
七
．
宍
売
一
［
ハ
を
打
ド
ツ
ー
レ
ジ
…
ト

公
社
々
ど
の
今
融
機
関
か
ら
、
代
金

の
相
当
額
を
石
．
止
人
．
1
1
.
牽
る
こ
・
ｆ
．
・
に

急
用
さ
れ
る
・
ニ
と
で
宍
そ
し
て
．

あ
な
か
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら

倫
ぽ
さ
れ
る
Ｉ
．
・
ご
・
い
・
・
っ
し
く
み
で
す
．

　
犯
‥
義
旨
じ
に
は
、
瓦
別
し
て
．
．
楠

似
島
・
り
ま
・
犬
　
プ
フ
≒
頃
消
費
鳶
‥

　135

　713

2､660

　114

　　68

４
　
３
　
９
　
４
　
３
　
０

５
　
７
　
７
　
３
　
２
　
C
Q

ａ
ｌ
　
Ｆ

ｆ
’
ｒ
ｌ
Ｋ
　
Ｃ
ａ

998880～

145～　288

130･ヽ･　200

２

１５１

67

4，1kg

　100～　210

　666～　810

2.660～2,66G

　110～　118

　65～　70

　　380町延

30cmx20m

25㎝x8m

１８　葛

５　�

レギュラー

洗濯洗剤
無　リ　ン

台所用洗剤

g

－

jl

１
４
－

ラ　ッ　フ

　　■■■■■■■㎜㎜㎜㎜■

ｐルミホイル

■■■･■■･･･

灯　　油

－･

プロバこノ

ー………

ガソリン

軽　　油

が
9
‐
ぐ
知
ら
こ
い
間
に
吟
浪
に
名
前

か
仙
バ
几
契
約
霞
が
作
成
さ
れ
て

い
た
と
い
う
ー
名
義
盗
用
’
の
場
八
【

三
万
．
．
つ
に
は
．
消
費
諾
】
が
名
義

を
皆
し
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い

る
陽
介
で
す
．

　
い
ず
・
れ
に
し
て
久
名
前
・
ｙ
旨
一
一

と
い
う
こ
と
悦
法
匯
‥
ト
、
契
約
老
‥

本
人
と
見
か
こ
＝
・
れ
ま
す
の
爪
　
こ
の

よ
う
な
被
害
に
介
わ
々
い
た
め
に
も

安
易
に
名
義
を
貸
す
よ
・
・
っ
な
こ
と
は

庄
め
よ
し
よ
・
犬
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南
犬
飼
中

ト
ー
社
ｊ

中
学
生
の
視
に
町
七
大
大
大
工
」

二
年ま
ど
か

げ
た
ど
つ
て
で
Ｉ
１
。

　
仙
ぱ
隣
八
所
の
八
が
宛
て
い
る
中

か
ム
。
じ
て
・
、
へ
よ
Ｉ
ご
ぅ
ア
仇
ハ
イ
ト

か
し
八
悦
な
べ
に
家
參
か
…
…
…
ぃ
・
・

ご
い
ヘ
ハ
な
訪
い
を
し
二
父
を
一

八
前
に
育
て
た
ぞ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
祁
吋
は
ケ
枇
金
か
ら
捻

出
か
・
・
れ
る
年
余
心
お
か
け
で
、
齢
昧

め
花
い
ヒ
り
と
煩
伺
零
を
し
々
が
ら

λ
よ
声
に
沁
ら
Ｌ
て
い
モ
犬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
へ
白
内
障
で
手
術
を
・
守
ロ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
・
≒
乱
入
保
健
気
度
の
お
か
け
で

　
「
税
金
と
暮
ら
し
」
　
弔
金
暮
ら
し
の
祖
母
で
も
、
費
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
‐
万
言
・
せ
ず
已
父
以
遠
に
迷
惑
を

　
お
る
口
づ
て
、
父
の
丁
場
の
決
　
　
か
リ
Ｔ
ド
絹
を
受
け
ろ
こ
と
が
で
き

算
か
終
・
か
・
宍
　
・
今
吊
も
ま
ぺ
た
　
　
ま
し
か
．
．

く
さ
ん
の
仁
政
を
訥
め
る
よ
．
　
と
　
　
　
　
一
久
松
辻
の
お
匪
ぷ
に
な
．
．
て

誰
に
一
１
１
‐
‐
‐
‥
う
と
も
な
く
．
タ
け
の
．
時
　
　
い
る
学
校
ノ
」
れ
も
幌
泉
に
よ
っ
て

付
加
リ
デ
ー
リ
ゾ
≒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壮
て
ら
れ
た
も
い
で
犬
夕
し
て
『

　
づ
る
と
掛
け
矢
　
一
そ
り
ぐ
慨
　
　
　
そ
こ
で
の
１
べ
て
の
辿
設
・
設
備
の

た
い
一
万
・
も
万
ケ
ー
私
も
防
け
こ
程
　
　
か
．
め
の
費
用
も
琴
・
・
く
の
脱
金
に
よ
る

く
ハ
岨
み
に
艇
ヤ
が
払
え
る
身
分
に
　
　
援
助
か
言
け
て
い
ま
ｙ

Ｊ
２

４
１
Ｄ
４

Ｍ
ｙ
必
死
に
慟
・
い
　
　
　
町
回
‐
‐
1
4
出
の
中
言
教
育
費
ふ
占

か
こ
の
だ
よ
．
’
仁
そ
・
い
ゆ
の
り
・
［
　
　
心
る
割
合
が
．
昏
多
い
と
い
う
こ
斤

労
ぶ
を
し
て
く
れ
た
そ
う
て
す
．
　
　
　
を
聞
い
て
笥
燕
・
ま
し
勺
と
回
時
に

　
戦
争
未
亡
八
宍
圃
は
快
当
時
．
　
　
そ
ん
な
教
育
費
や
町
の
遂
行
方
針
に

歳
半
だ
．
ノ
万
号
恪
こ
庖
そ
れ
こ
　
　
伺
．
し
て
感
謝
を
Ｉ
１
る
ぢ
浹
ぱ
、
中
学

ぞ
必
死
で
附
い
て
、
兄
を
や
・
・
校
へ
ふ
　
　
慟
と
し
て
い
任
命
を
遂
行
ｊ
る
こ
と

に
。
ば
か
な
ら
々
い
こ
と
や
痛
感
い

た
し
ま
し
た
．
Ｔ
歿
前
の
近
跨
も
、

前
記
道
路
に
ｙ
・
・
・
参
加
日
て
多
く
宍
お

金
４
ｊ
ｔ
Ｃ

Ｗ
修
代
し
て
く
だ
さ
宍

油
学
も
し
秘
く
ひ
り
ま
し
ぐ

　
町
内
で
も
ド
水
道
を
完
備
す
る
た

め
、
あ
ち
こ
ち
で
１
乎
か
進
め
ら
れ

て
い
ま
大
介
甲
も
阿
此
帯
か
宍
た

々
が
倅
ら
し
易
い
環
境
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
・
宍
で
す
、
こ
の
芦
川

も
税
金
で
害

　
納
め
ろ
時
に
は
、
な
に
か
拍
か
し

た
よ
う
に
思
・
Ｑ
・
脱
営
も
、
こ
う
し
て

考
え
て
み
る
ぐ
似
か
な
暮
ら
し
の

た
め
に
支
払
フ
ー
ム
る
お
金
な
い
で

　
っ
ま
ず
ｙ
・
て
ら
大
き
な
坊
間
の

か
か
る
買
い
物
を
す
る
か
め
の
代
衰

な
の
で
す
ブ
ア
ハ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー

吟
で
買
い
物
を
ー
る
時
こ
そ
・
⊇
・
≒

代
金
と
引
き
換
え
に
品
物
が
手
に
入

ろ
・
わ
け
で
は
な
い
の
で
『
脱
争
と
い

う
と
、
た
だ
収
ら
れ
る
と
錯
覚
す
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
沌
。

　
し
か
し
、
ヒ
ー
ペ
。
く
り
考
・
え
て
み
る

時
。
税
金
二
八
を
納
心
ろ
こ
と
は

自
分
の
た
め
ぐ
の
で
す
。

　
明
る
い
社
号
庄
み
よ
い
比
年

交
叱
的
圃
壇
上
Ｔ
れ
ら
の
法
迩
と
な

る
視
金

　
私
も
あ
と
１
‐
Ｉ
年
も
立
ヅ
号
　
ニ
・
ん

･ ｀ 心
やａｆ－

な
匪
火
中
を
実
現
す
る
た
め
力
出
資

者
の
．
人
に
な
る
こ
と
か
で
・
さ
る
匹

Ｔ
ｙ
争
か
ら
そ
口
吟
か
け
ら
浹
し

ク

　
消
‐
大
器
収
り
扱
い
の
習
執
と
消
火

技
術
の
向
ト
を
日
‥
的
に
、
づ
橋
地
区

消
大
映
技
大
公
が
、
４
一
月
□
‥
、
剛

総
俘
運
動
場
に
と
い
て
問
か
割
ま
Ｌ

た
．

　
こ
の
競
技
公
僕
　
．
ロ
か
ら
始
ま

ぺ
．
だ
危
険
物
安
仝
週
問
万
一
尼
と
し

几
パ
‥
楡
地
区
危
険
物
保
安
協
会
．

同
消
防
団
汁
絡
協
議
希
同
犀
ん
防

大
ク
ラ
ー
て
匹
絡
陥
議
会
が
叩
．
賎
今

￥
で
ト
ニ
圓
目
ｙ
な
り
ま
す
．

　
我
技
け
乙
管
肉
ヅ
ｊ
Ｔ
・
Ｔ
大
石

．
崖
、
Ｌ
三
川
（
国
分
幌
・
岡
対
内
）

の
各
団
体
か
ら
四
‐
ド
．
．
．
子
－
ム
が
参

加
、
匝
揮
者
と
消
火
者
二
九
組
と

な
り
、
ナ
ー
『
シ
ー
ト
に
忿
で
吟
ズ
て

い
る
火
や
・
消
火
影
で
消
し
そ
カ
タ

イ
ム
と
隋
実
さ
を
映
い
ま
し
た

　
岑
町
カ
紬
眼
は
次
つ
こ
お
り
で
干

○
危
険
物
保
安
協
会
員
四
部

　
　
　
　
　
丸
栄
卵
燃
小
出
京
商

　
弟
‐
‐
泣
　
今
混
成
子
－
ム
ー
一
円
原

　
　
　
　
　
掃
こ
‥
、
含
片
栄
’
・

－ 一 一 一 一 - - -

く
て
々
り
ま
ヤ
ん
．
£
‥
ん
で
納
め
よ

ｒ

４
'
Ｅ
ｊ
を
確
認
１
・
た
吽
八
’
で
す

　
父
附
・
や
団
ほ
い
よ
一
二
に

○
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
貝
の
鄙

　
　
　
　
　
町
婦
人
防
火
シ
ラ
ヴ
ヤ
ー

　
考
ノ
ド
　
く
こ
Ａ
石
野
ふ
…
…
ゝ
’
ト

　
　
　
　
　
‐
大
剛
ト
レ
ー
・

○
消
防
団
員
の
部

　
…
…
…
　
町
消
防
団
Λ
高
言
万
一

　
栄
　
ヅ

　
　
　
　
　
ミ
軽
部
良
尨
・

　
～
　
ド
　
町
消
防
団
Ｒ
二
鈴
札
片

　
。
　
　
九
ふ
羽
根
刎
一
行
一
・

その火その時すぐ始末/

　11月26出土ド12月21]童

　一秋季全国火災予防運動－

皆さんも、火の取扱いに十分注意ざれ

るとともに、消防訓練や催し初等の行

事に積極的｢こ参加しましよう。

壬生町民憲章　｜。心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります。



　さ　のｰうち満　丿木野内美紀ちやん

･ -

(下表町)

昭
和
六
ト
二
年
一
月
十
二
日
生
ま
れ
（
一
歳
）

　
（
父
）
　
　
木
野
内
　
永
　
吉
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
長
女

　
（
ほ
）
　
　
　
″
　
　
重
　
ｆ
さ
ん

あ
曇
さ
ん
か
Ｓ
」
言

　
お
し
い
ち
ゃ
ん
か
ら
ｍ
・
い
た
二
幅
雁
・
に

　
乗
っ
て
元
気
良
く
遊
ん
で
い
る

　
我
が
家
の
．
入
組
で
す
よ
［
’
ろ
し
く
り
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昭和63年度分

　青色申告決算説明会

lljUIぐk;

色申告(部)会

｣

　ﾀﾞlU年ひ)とおり決算 tlj年末調整のしかたなどにｰ･いて索、

=J｣分を開配します。

　ｙＪの改・｡に伴う所得税､の改正事項、起｡びみなＬ法人凛

喫徊｣度酌改｣|{等、alにい内容について、決算SI､明会で陛HJI

しま･ｔので、是Jにご米場くだきい｡

◇日

◇場

時　　12月６日I火　午後１時30分から

所　　壬生中央公民館

嶺　お濤iぃ」　削･|は15i浦場が温み合いますので、なるべ

　　　　　　　く虚でのご･来場は、ご遣J､i･｡くだきい｡

●〃● -

　
　
　
　
　
『
・
・
・
‐
－
－
・
‐
・
‐
－
－
・
－
…
…

　
乙
姫
み
ふ
十
月
号
一
言
－
ジ
下
段

の
「
反
射
フ
レ
Ｆ
ト
を
採
用
・
．
輪

の
新
規
登
録
車
へ
」
の
巾
で
で
．
輪

一
一
オ
ー
ト
バ
イ
・
バ
イ
ツ
し
の
新
脱

政
録
慨
・
に
と
お
る
の
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｃ
以

ド
の
原
動
付
自
転
淑
・
の
新
規
ひ
録
巾

に
宍
誤
り
言
乙
・
訂
正
い
と
し
才
禿

4'゛
争 - ● -

訂

I正

－

い
に
相
子
の
立
場
を
考
え
て
、
卯
か

々
入
問
関
係
を
つ
く
り
ま
し
き
っ
。

４
１
４
－
４
ｉ
ｌ
Ｓ
・
‐
ｉ
ｊ
‐
ｊ
Ｉ
ｓ
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
ｉ
ｊ
ｇ
ｉ
ｊ
ｌ
ｊ
一
一
ｊ
ｌ

Ｓ - ● - － ● - － ・ - －

択
四
‐
ド
周
年
に
当
た
宍
国
際
的
視

野
か
ら
人
権
問
題
を
頬
紅
し
、
お
互

・ -

県政を我家にむすぶこﾌﾞめ÷ﾔ票

１２月４日(日)は
１栃木県知事選挙の投累日です．

ａ　　　　皿　●　●_皿皿　　皿●-㎜■　　●　■　　　－４
ｔ

４

Ｉ
Ｉ
ｉ

Ｓ

孔

４

４

Ｓ

ｉ

Ｓ
～
Ｉ
～
Ｉ

１

１

ｉ
Ｉ
４

＝=みんなそろつて投票しましようー

当日投票できない方へ

晩ぢや、やむを得ない用務などのた､ﾀﾞ)、扱尽日に投jかず?へ行く

二とかできなL･ヽ方に、１ ２ｊ-]３１そばｿIま

でＭｉ、

◇場

◇期

◇時

所
間
間

f〃.｜－

･6 II･＝ 不在荷役司Ｉカ

壬生町役場　第１会議室

１１月１４日（月）～１２月３日（土）

午前８時３０分～午後５時まで

※IEI]かん、入場券を持参|..てくたさい．

　畔しいことは、町・挙管理委只仝Ｃ９８

　
　
　
十
二
月
四
日
～
十
日

　
国
で
快
　
世
界
人
権
宣
尹
・
採

択
ま
で
の
し
．
月
四
目
～
・
Ｊ
一
日
を
Ｉ
。
大

権
遣
悶
」
と
し
て
．
、
広
く
国
民
に
呼

ジ
か
べ
人
権
意
識
の
陛
及
高
揚
に

努
め
て
い
ま
犬

　
特
に
奉
加
Ｉ
は
、
世
界
人
権
旱
‥
採

人
権
週
間

．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ｔ．．．．．．．．．．．．．．．．．４．,．．，．．．．．．．－．－．－．－．－．－．－

チピッ子アjl,パム
j.･ J,かl’j」い
笹岡有生ちゃん

昭
和
六
ト
二
年
七
月
。
一
半
一
日
生
ま
れ
（
一
歳
）

　
（
父
）
　
笹
　
岡
　
　
　
修
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
長
男

　
（
母
）
　
　
　
″
　
　
重
　
子
さ
ん

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
‐
言

　
の
9
1
の
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
。

　
バ
バ
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
で
・
粉

(おもちゃのまち)

２ l y、ｊ６レまで

相手の立場を考えて
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－
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☆11月は国民年金制度推進月間☆

　年金は、その時になってからでは間に合いません。　j

今日は、あなたの年金について、考えてみましよう。

」

　何か問題のあった方は、今すぐ手をうちましよう。

・ 一 一 一 一 一 一

第３号被保険者
第
二
号
被
保
険
者
の
被

扶
養
配
偶
者

第２号被保険者

※第１号・第３号被保険者は役場に届け出が必要です。

第１号被保険者

第２号数保険者

第３号被保険者

ミヾミ ･ ミ ヾ ミ r ミ ヾ ミ

一

個人で役場に保険料を納める

厚生年金保険や共済組合の保険料
として納める

配偶者が加入する制度で、まとめ
て負担するので個人では納めない

●
保
険
料
を
前
払
い
す
る
と
納
め
忘

　
・
牡
が
々
八
安
心
で
き
る
う
え
、

　
保
険
料
も
割
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
（
四
月
に
一
年
分
前
納
し
た
場
裡

保
険
料
は
税
金
の

所
得
控
除
の
対
象
に
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
－
－
■

･ ＝ - 〃 ･

割
引
き
の
あ
る

保
険
料
の
前
納

- － I － ･ － I

●
口
座
佐
竹
に
ず
る
と
便
利
で
梢

　
め
る
手
問
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
１
‐
Ｉ
年
以
内
で
あ
れ
統
迫
納
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
、

●
浪
納
快
当
分
の
門
免
除
を
受

　
け
た
当
時
の
附
で
納
め
る
こ
と
に

　
な
‐
1
1
1
て
い
ま
大

■ ㎜ ■ ㎜ ■

第１号被保険者

二▽汀

い
る
人

♂ 〃 ･ － ♂ － ･

･ － ､ ＝ ･

ＯＯＯ人

老学海で
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て

一 一 一 一

　外
生に
　居
性
し
て
い
る
人

- 一 一 一 一 一 一

、
自
営
業
な
ど
の

そ
の
奥
さ
ん

①
六
十
歳
以
上
、
六
十
五
歳
未
満
で

　
納
付
期
間
が
不
足
し
て
。
い
る
人
。

②
二
十
歳
以
上
、
六
十
五
歳
末
浹
の

J ' . 〃 ･ －

　
で
、
納
め
忘
れ
が
々
く
な
り
ま
す
。

納
伺
組
織
が
な
い
場
合

ｓ
免
除
を
受
け
た
期
問
の
保
険
料
は
‐
‐
‐
‐

･ 一 一 一 一 一 一

絹
か
ｒ
－
三
種
ｔ

（
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入
）

ｆ
－
Ｉ
－
■
－
Ｉ
－
■
－
■
－
Ｉ
－
■
－
　
　
　
　
　
　
　
　
―
％
―
Ｉ
―
％
―
り
Ｉ
ｌ
ｌ
％
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
一
－
一
－
Ｉ
－
一
－
Ｉ
－
一
－
％
－
Ｉ
―
％
ｉ
％
Ｉ
％
一
■
Ｉ
一
一
一
―
一
一
一
－
一
－
一
－
Ｉ
－
一
－
一
－
一
－
一
－
Ｉ
－
一
－
Ｉ
－

一
　
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

？

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…

　
（
皿
一
徹
）
　
　
　
　
　
　
　
（
″
｀
ｔ
一
｀
）

加
入
で
き
る
人

-

保
険
料

●
保
険
料
は
、
杜
会
保
険
れ
抑
除
ｙ

　
し
て
、
所
得
か
ら
差
し
引
い
て
も

　
ら
え
ま
ー
か
へ
年
家
訓
堅
や
尿

　
定
申
告
万
と
き
に
、
忘
れ
ず
に
巾

　
ご
し
て
く
だ
さ
・
兄
．
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年
金
の
請
求
は

お
す
み
で
す
か
？

　
国
民
年
令
の
給
付
に
は
、

ｏ
老
齢
基
礎
年
金

ｏ
障
害
基
礎
年
金

ｏ
遺
族
基
礎
年
金

ｏ
寡
婦
年
金

な
と
が
あ
り
半
ｙ

　
こ
れ
ら
の
年
公
僕
本
人
や
遺
族

が
消
求
手
続
き
を
し
て
は
じ
め
て
権

利
か
認
め
ら
れ
、
年
金
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
Ｉ
１
．
。

Ｉ
Ｉ
‘
ｊ
．
1
1
.
r
｡
J

I
I
~
ｌ
■
Ｗ
”
１
９
Ｚ
Ｊ

Ｉ
Ｗ
Ｉ
■
～
。
‐
‐
‐
ｌ
･
～
ａ
‐
%
Ｒ
ａ

　65歳前に請求されたときは、支給を

希望された年齢に応じ、一定の割合で年

金額が減額され、65歳になっても、その

支給割合は変りませんのでご承知くださ

い。

　
こ
れ
は
、
た
と
え
年
祭
か
受
け
ろ
Ｉ

櫓
刊
が
あ
っ
て
も
『
訥
永
の
ｒ
悠
久

扮
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
・
’

・
も
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
、
で
き
・
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

_ ・ ． Ｓ 一 皿

　
支
配
年
金
・
ｙ
受
け
ろ
権
利
が
発
一

生
し
て
か
ら
、
五
吊
以
・
内
に
請
求
し
『
・

な
い
と
．
『
年
金
を
受
け
る
権
利
か
こ
・
・
’

く
な
る
こ
・
と
も
あ
り
ま
す
の
て
、
こ
’
・

１

意
が
必
要
で

１
‐
ｊ
ｌ
ｌ
．
ａ
‐
＆
～
ｔ
ｓ

ｉ
．
．
．
．
．
ｓ

５割８分支給

６割５分･り･

60歳以上61歳未満の場合

す７割２分ﾉ.･

8割　　　ﾉﾉ

８割９分ﾉﾉ

61歳ﾉﾉ62歳ﾉﾉ　ﾉﾉ

62歳ﾉﾉ63歳ﾉﾉ　ﾉﾉ

63歳ﾉﾉ64歳ﾉﾉ　ﾉﾉ

64歳ﾉ.･65歳ﾉﾉ　ﾉﾉ

老
齢
基
礎
年
金
の

　
　
　
　
繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に

6
0
．
Ｓ
．
ｌ
．
6
3
・
6
4
歳
（
大
正
い
に
に
四
八
二
日
以
降
に
）

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
六
ト
五
流
か

ら
受
粉
す
る
こ
と
が
原
問
に
な
．
一
・
．
て

い
ま
す
が
、
希
望
に
よ
｛
．
て
は
コ
八

十
歳
か
ら
六
十
九
歳
に
な
る
ま
で
の

問
に
繰
に
げ
て
防
水
す
る
こ
と
も
で

　
し
か
し
丁
石
繰
上
げ
請
求
を
す

る
と
年
公
認
が
．
生
涯
滅
額
ち
・
・
れ
る

μ
か
『
次
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
剔

附
加
庖
し
ま
す
、

①
老
齢
（
退
職
）

　
年
金
が
ス
ト
ッ
プ

　
厚
生
年
貨
な
ど
の
老
齢
玉
？

年
兪
と
ハ
ト
晟
か
ら
受
け
て
い
る
場

睦
は
、
そ
の
老
齢
（
呉
讐
年
金
は

六
ト
五
歳
に
な
る
ま
で
支
給
が
停
函

さ
れ
ま
す
。

②
障
害
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
…

　
繰
り
上
げ
箔
求
後
に
障
害
に
な
っ

て
礼
障
１
‐
基
礎
附
合
は
受
け
ら
れ

ま
サ
ー
ん
。

③
遺
族
年
金
が

　
ス
ト
ッ
プ
…

　
す
で
に
厚
生
年
金
な
ど
の
遠
挨
年

金
を
受
け
て
い
る
揚
今
は
、
そ
の
迫

朕
年
金
は
六
ナ
九
歳
に
々
る
ま
で
瓦

袷
倅
ふ
片
・
・
れ
ま
す
。

④
寡
婦
年
金
が

　
な
く
な
る
・
：

　
・
寡
婦
年
金
を
・
受
け
る
権
利
が
な
く

な
り
ま
す
。

　
勁
め
を
は
じ
め
て
厚
生
年
金
な
ど

に
加
・
入
す
る
と
ご
こ
Ｉ
五
歳
に
な
る

ま
で
、
老
齢
基
礎
．
年
今
は
支
給
停
止

μ
・
れ
才
恚

　総人口に占める

高齢者の割合の推移

⑥
被
保
険
者
に

　
な
る
と
老
齢
基
礎

　
年
金
ガ
ス
ト
ツ
フ
…

昭和25 35 45 55 60 63 65 70 75 80｀85j!X】95 100年

壬生町民憲章　１．自然と歴史を大切にし、よりよい環境をつくります
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「
先
生
を
目
さ
し
て
」

藤
井
小
六
年
米
沢
　
慎
也

ば
く
は
将
来
、
学
校
の
先
生
に
な

剔
　
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．

－－－1
1
1
　
　
１
４
　
ド
ｒ
一
‐
ｊ
１
．
｀
一
．
り
Ｉ
一
］
・
・
こ

|目口|.|･|目目口||:||

　
ぱ
く
達
の
担
任
の
先
生
ぺ
授
桑

中
わ
か
ら
な
い
所
は
何
度
も
く
Ｉ
ｙ
い
し

く
教
え
て
く
れ
か
．
り
、
明
る
く
声
を

か
け
て
く
れ
た
り
す
る
の
を
見
て
い

暗
く
の
ゆ
め

　
「
看
護
婦
さ
ん
に

　
　
　
な
り
た
い
」

藤
井
小
六
年
高
橋
由
美
子

　
私
の
夢
・
は
、
大
人
に
な
っ
た
ら
看

護
婦
哉
・
・
ん
に
な
る
こ
・
こ
で
Ｆ
’

　
私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
病
院
に
通

っ
・
て
い
て
、
看
護
皆
さ
ん
に
親
切
に

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
「
私
も
・
や

さ
し
く
て
親
り
な
。
石
護
贈
さ
ん
に
な

る
と
、
「
先
生
≒
．
て
．
い
い
な
あ
．
な
　
一

．
・
っ
て
八
た
い
な
あ
、
　
と
思
う
の
で
　
’

す
。
ぼ
く
の
理
想
の
光
生
は
、
休
み

時
間
は
子
摂
政
と
一
緒
に
遊
び
、
お

こ
る
時
は
お
こ
り
。
ふ
だ
ん
は
優
し

い
、
梱
包
の
児
生
の
よ
う
な
先
生
で

す
。

ぽ・ ･ ･ I I I ・ |

で
ｙ
先
生
に
な
る
に
は
ハ
の
倍
’

も
勉
強
す
る
よ
う
で
す
。
先
生
に
な

る
に
は
大
変
か
も
し
れ
な
い
が
。
『
が

ま
ん
し
、
つ
ら
い
か
べ
を
の
り
こ
え

て
、
リ
っ
ぱ
な
先
生
に
な
れ
る
よ
う

が
ん
ば
り
か
い
と
思
い
ま
す
。

③
脂
肪
⑨
⑤
⑤

り
た
い
々
」
と
小
忌
い
頃
か
ら
坦
っ

て
い
ま
し
ぺ

　
病
院
に
は
・
柄
気
や
日
が
な
ど
で
阿

し
ん
で
い
る
人
が
か
。
く
さ
・
ん
い
ま
ー
。

そ
の
人
達
に
少
し
で
も
役
に
立
て
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
’

マ
ム
シ
に
ご
用
心
／

　
吉
川
河
川
敷
に
出
没

　
町
内
に
は
生
息
し
て
い
な
い
と
斑

わ
れ
て
い
た
マ
ム
シ
が
、
思
川
河
川

敷
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
河
円
心

い
や
円
の
近
く
の
林
を
心
・
か
れ
る
時

も
、
十
分
注
意
を
１
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

毒ヘビの見分け方

固
旧
ｙ

圏
盾

★
か
ま
れ
た
時
の

　
　
　
　
応
急
手
当

　
ま
ず
第
二
≒
か
ま
れ
た
場
所
よ

り
・
心
臓
に
互
い
部
分
の
Ｉ
に
前
（
ゴ
ム

や
ひ
・
も
、
布
な
ど
で
し
は
リ
趾
液
の

父
や
母
が
も
し
病
気
に
な
っ
た
ら
、
一
　
流
れ
を
ｔ
め
亘
を
し
て
く
が
。
さ
い
。

し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
看
護
婦
さ
ん
に
な
る
た
め
、
。
生

懸
命
勉
強
し
て
右
晟
学
校
へ
行
き
、

い
ろ
い
ろ
な
事
を
覚
え
て
、
だ
・
れ
に

で
も
や
さ
Ｌ
く
、
親
切
・
で
立
派
な
・
新

説
婦
さ
ハ
に
な
り
・
た
い
と
思
い
ま
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・

ＪＳｒ．Ｊ ･ | |

し
ば
ら
な
く
て
結
構
で
す
、

　
次
に
、
で
き
れ
ば
か
ま
れ
た
歯
形

の
部
分
に
ロ
を
あ
・
て
て
、
再
を
吸
い

出
し
ま
大
４
を
飲
み
こ
ん
で
も
心

配
は
あ
・
り
ま
ゼ
ん
。
ま
た
、
オ
キ
シ

ド
ー
ル
な
ど
で
キ
ズ
ロ
を
洗
う
の
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
病
院
に
行
き
ま
す
。

あ
わ
て
ず
に
普
通
の
速
度
で
歩
ぺ

♂４ ･

け
っ
し
て
走
っ
た
り
酒
を
飲
ん
で
は
　
’

い
け
ま
せ
ん
。
心
の
吸
収
を
早
め
戈

す
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
&
‐
F

　
ま
た
、
水
が
Ｆ
に
ほ
い
れ
ば
、
か

ま
れ
た
部
分
を
冷
や
し
な
が
ら
病
院

へ
厖
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
々
鯛
趾
漬
は
次
の
病
汐
で
…
…
一
意

一
子
あ
り
ま
す
．

ｓ
罹
協
医
科
大
学
病
院

　
　
　
　
　
　
き
八
六
～
一
一
一
一

●
西
方
病
院
　
き
九
一
Ｔ
二
三
二
Ｉ
ニ

ﾐ ﾉ

　
ご
協
力

　
　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

福
祉
基
金
寄
付
者

ｏ
金
二
八
・
〔
い
・
Ｃ
Ｏ
円

　
　
　
　
　
　
北
古
賀
つ
か
７
.
様

ｏ
全
一
〇
ノ
○
○
○
円
　
蛙
の
会
様
　
　
う

ｏ
金
几
○
○
い
一
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
已
生
剛
消
費
老
友
の
会
様

ｏ
金
二
八
、
五
の
・
〔
．
い
円
　
　
　
　
　
　
　
し

　
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
縁
　
ま

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者
　
　
　
　
　
゛

ｏ
今
．
・
ｔ
．
『
四
万
汚
ア
ッ
プ
ル
様
　
　
－
Ｌ

’

ｏ
会
二
〇
、
〇
〇
〇
円
　
　
　
　
　
　
　
買

　
　
　
　
ア
ッ
プ
ル
ぼ
芒
己
同
様
　
　
゛

ｏ
全
一
．
ブ
い
○
・
い
一
円
　
水
野
シ
ナ
様
　
　

て

一
十
二
月
の
納
税
　
コ
　
内

ａ
ｎ
ｎ
（
＝
ｉ
）

・
国
民
健
康
保
険
税

まちのう万ごき

　　11月１日現在

l総人口

　男　　19,311人(－8人)

　女　　19,63(l人(＋5人)

世帯数11,0自4世帯(十2)

町はた　ば　こ

（
｜
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